
 
 
 事業の背景                                  
 
◆東日本大震災に伴う原発事故により、外で遊ぶことを制限されている子どもが福島

市内にはたくさんいました。そのため、子どもが安心して思い切り遊べる場をつく
り心身のリフレッシュを図るとともに、子育て支援を行うことが必要でした。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆福島市保健福祉センターの最上階の日当たりのよい場所に遊具を設置し、あわせて

人形劇やバルーンアートショー、縁日等のイベントも行うことで、多くの子どもた
ちが安心して遊べる場所を作りました。 

 
◆その結果、年間を通して 5,188 名もの利用登録があり、来場者は延べ 28,580 名

に及びました。この人数は福島市の人口規模からみてもかなりの数であり、市全体
を網羅できるネットワークを十分に活かした取り組みとなりました。 
 

◆多くの方が利用したことで、子どもの遊び場としてだけではなく親同士の情報交換
の場としても機能し、地域における子育て支援に求められている待機児童問題をは
じめとした課題の発見につながりました。 

 福島市には原発に近い市町村からの避難者もいますが、そういった方にとっても、
知り合いができたり、人とのつながりができる場となりました。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 子ども 被災者支援 活 動 地 域 福島県 

事 業 名 平成２４年度生活復興支援室内遊園地設置運営事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 3,000 千円 

団 体 名 社会福祉法人 福島市社会福祉協議会 

所 在 地 
〒960-8002 福島県福島市森合町１０番１号福島市保健福祉センター２Ｆ 

ＴＥＬ：024-533-8877 

団 体 Ｈ Ｐ http://www.f-shishakyo.or.jp/ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

 

☞平成２５年度末時点の来場者数は延べ約 54,000 名に及んでいます。利用者の登録に 
あたり、バーコードで管理する仕組みづくりを行うことで、利用者の状況を明確に把握する 
ことができています。 

 
☞場を設けることで多くの人が集い、人が集まることで子育て中の母親が持つ困りごとをは 

じめとするさまざまな情報を集めることができました。 

 

ここに注目！ 

http://www.f-shishakyo.or.jp/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120112069-01.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120112069-01.pdf

